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横
浜
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
五
月
二
十
九
日
の
大
空
襲

で
焦
土
と
化
し
、
数
日
後
に
横
須
賀
線
か
ら
見
た
、
黒
々
と
し
た
焼

け
野
原
が
東
京
湾
ま
で
広
が
り
所
々
ま
だ
赤
く
火
を
含
ん
だ
低
い
ビ

ル
が
そ
こ
こ
こ
に
蹲
る
よ
う
に
点
在
し
て
い
た
情
景
は
、
今
も
思
い

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

横
浜
に
は
第
八
軍
の
司
令
部
が
置
か
れ
、
司
令
官
は
ア
イ
ケ
ル

バ
ー
ガ
ー
中
将
だ
っ
た
。
第
八
軍
は
道
府
県
に
軍
政
部
を
置
い
て
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
が
日
本
政
府
を
通
し

て
行
う
占
領
行
政
が
国
中
に
行
き
渡
る
よ
う
に
地
方
レ
ベ
ル
で
監
視

し
、
指
導
す
る
の
が
地
方
軍
政
部
で
あ
っ
た
。

　

横
浜
に
は
神
奈
川
軍
政
部
が
あ
っ
て
、そ
の
中
の
民
間
情
報
課（
Ｃ

Ｉ
）
が
図
書
館
行
政
を
担
当
し
、
一
九
四
七
年
か
ら
四
八
年
に
か
け

て
神
奈
川
県
内
の
市
町
村
に
図
書
館
の
設
置
を
奨
励
し
た
。
担
当
官

だ
っ
た
の
は
女
の
兵
隊
さ
ん
で
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ヘ
ン
セ
ル
と
い
い
、

「
体
が
大
き
く
て
、
あ
ま
り
き
れ
い
で
な
い
、
カ
バ
さ
ん
み
た
い
」⑴

だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
ジ
ー
プ
で
県
内
を
走
り
回
り
、
民
主
主
義
を
普

及
さ
せ
る
た
め
の
拠
点
と
な
る
図
書
館
の
必
要
性
を
自
治
体
の
担
当

者
に
説
き
、
カ
マ
ボ
コ
兵
舎
を
提
供
し
て
、
県
内
十
数
ヵ
所
に
軍
政

部
の
読
書
室
を
設
置
し
て
い
っ
た
。
半
円
形
の
カ
マ
ボ
コ
形
を
し
た

建
物
は
、
図
書
館
と
し
て
は
二
十
七
坪
と
小
規
模
で
あ
っ
た
が
、
内

部
は
開
架
式
書
架
に
図
書
や
雑
誌
が
並
べ
ら
れ
、
日
本
人
に
対
し
て

貸
出
し
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
中
に
民
間
情
報
教
育
局（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）が
あ
っ
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
中
に
も
情
報
部
が
あ
っ
て
全
国
レ
ベ
ル
で
図
書
館
サ
ー
ビ

〈
随　

想
〉

　
　

県
立
図
書
館
の
Ａ
Ｃ
Ｃ
文
庫
を
め
ぐ
っ
て

 

今　

ま
ど
子
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ス
を
提
供
し
て
い
た
。
日
本
人
の
間
で
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
図
書
館
と
よ
ば
れ

て
い
た
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の

が
正
式
名
称
で
あ
っ
た
。

　

四
五
年
十
一
月
十
五
日
、
最
初
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン

タ
ー
が
内
幸
町
の
旧
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ビ
ル
に
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
直
ぐ
に
手

狭
と
な
っ
て
日
比
谷
に
移
転
し
た
。
館
長
は
バ
ー
ネ
ッ
ト
中
尉
で
プ

ロ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
で
あ
っ
た
が
、
四
六
年
九
月
軍
務
が
満
了
し

大
尉
に
な
っ
て
帰
国
し
た
。
そ
の
後
に
マ
ル
ハ
ウ
ザ
ー
大
尉
が
Ｇ
Ｈ

Ｑ
統
計
・
資
料
局
の
図
書
室
長
か
ら
異
動
し
て
来
た
。マ
ル
ハ
ウ
ザ
ー

は
人
口
二
十
万
人
以
上
の
市
に
図
書
館
を
設
置
す
る
計
画
を
立
て

次
々
に
実
行
に
移
し
、
最
終
的
に
は
五
一
年
六
月
十
四
日
に
二
十
三

館
目
の
Ｃ
Ｉ
Ｅ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
が
北
九
州
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

横
浜
Ｃ
Ｉ
Ｅ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
の
開
館
式
は
四

八
年
八
月
三
十
一
日
に
行
わ
れ
、十
四
番
目
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。

場
所
は
、
海
員
会
館
（
横
浜
市
中
区
北
仲
通
六―

六
十
六
）、
初
代

館
長
は
、
新
潟
セ
ン
タ
ー
か
ら
異
動
し
て
来
た
ヘ
レ
ン
・
ウ
ッ
ド
さ

ん
、
ベ
テ
ラ
ン
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
で
あ
っ
た
。

　

開
館
当
初
は
、
図
書
約
三
千
冊
、
雑
誌
二
百
種
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

約
二
千
点
、
他
に
楽
譜
、
レ
コ
ー
ド
、
ス
ラ
イ
ド
、
フ
ィ
ル
ム
・
ス

ト
リ
ッ
プ
、
短
編
映
画
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
所
蔵
し
て
い
た
⑵
が
、
す

べ
て
開
架
で
書
架
に
並
べ
ら
れ
、次
の
年
か
ら
貸
出
し
を
開
始
し
た
。

利
用
は
無
料
で
あ
っ
た
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
は
早
々
に
開

始
し
て
い
た
。
児
童
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
児
童
書
が
並
び
、
十
月

二
日
か
ら
お
話
会
も
始
ま
っ
た
。
占
領
政
策
の
一
つ
に
婦
人
の
解
放

が
あ
っ
た
の
で
、
婦
人
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
を
置

い
た
と
こ
ろ
若
い
女
性
が
群
が
っ
て
、
薄
い
紙
を
持
っ
て
き
て
し
ゃ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
写
し
取
る
な
ど
、
雑
誌
は
引
っ
張
り
凧
だ
っ
た
。

ま
た
、
市
内
の
洋
裁
学
校
に
呼
び
か
け
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー

を
開
き
、
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
も
入
っ
て
、
生
徒
達
は
自
作
の
ド
レ
ス
を

ま
と
っ
て
披
露
し
、
二
百
八
十
人
も
の
観
客
が
あ
っ
て
興
奮
し
た
一

日
だ
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
ウ
ッ
ド
館
長
は
、
何
種
類
か
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
を
観
客
に
紹
介
す
る
の
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

　

四
九
年
八
月
、
セ
ン
タ
ー
開
館
一
周
年
の
利
用
状
況
⑶
は
、
男
性
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が
七
十
四
％
、
女
性
が
二
十
六
％
。
今
な
ら
こ
の
数
字
は
逆
転
す
る

で
あ
ろ
う
。
職
業
別
で
は
学
生
が
五
十
五
％
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
十

二
％
、
科
学
技
術
者
七
％
、
公
務
員
七
％
な
ど
。
読
書
傾
向
は
、
科

学
技
術
関
係
三
四
・
四
％
、
芸
術
一
五
・
一
％
、
文
学
一
二
・
六
％
、

経
済
一
〇
・
一
％
な
ど
で
あ
っ
た
。
戦
争
で
長
い
こ
と
外
国
の
学
術

雑
誌
が
輸
入
で
き
ず
、
情
報
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
た
め
、
セ
ン
タ
ー

に
置
か
れ
る
医
学
、
薬
学
、
農
学
、
科
学
技
術
の
新
刊
雑
誌
に
は
学

者
、
研
究
者
の
列
が
で
き
た
と
言
う
。
コ
ピ
ー
機
が
な
い
時
代
で

あ
っ
た
か
ら
、
ノ
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
人
の
隣
に
次
の
人
が
ぴ
っ
た

り
く
っ
つ
い
て
座
り
、
順
番
を
待
っ
た
と
い
う
。
五
一
年
六
月
三
十

日
の
数
字
だ
が
、
蔵
書
は
図
書
一
万
千
二
十
一
冊
、
雑
誌
約
五
百
タ

イ
ト
ル
、
他
に
映
画
フ
ィ
ル
ム
約
五
百
巻
、
レ
コ
ー
ド
約
五
百
枚
に

増
え
て
い
た
。
図
書
館
の
利
用
者
は
、
開
館
か
ら
五
一
年
六
月
三
十

日
ま
で
の
二
年
十
ヵ
月
で
の
べ
四
十
六
万
八
千
五
百
人
が
足
を
運
ん

だ
。
こ
の
数
字
に
講
演
会
や
映
画
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
参
加
者
数
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

資
料
は
所
蔵
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
所
蔵
し
て
い
る
フ
ィ
ル
ム

を
使
用
し
て
映
画
会
、レ
コ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト
、ス
ラ
イ
ド
・
シ
ョ
ー

な
ど
を
開
い
た
。レ
コ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
前
に
は
セ
ン
タ
ー

の
常
連
さ
ん
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
解
説
を
し
た
り
、
講
演
会
や
映

画
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
問
題
点
を
絞
っ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
り
し
て
、
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
が
身
に
な
る
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
文
化
的
事
業
は
、
ア
メ
リ
カ
を
紹
介
す
る
講
演
会
、
映

画
会
、
日
本
人
に
は
耳
新
し
か
っ
た
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の
レ
コ
ー
ド

を
聞
か
せ
る
会
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
を
知
ら
せ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
力
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

感
心
す
る
の
は
宣
伝
力
だ
。
毎
週
ラ
ジ
オ
で
は
セ
ン
タ
ー
の
行
事

が
放
送
さ
れ
、
新
聞
に
も
毎
週
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
神
奈
川
新
聞
に

は
「
横
浜
Ｃ
Ｉ
Ｅ
図
書
館
便
り
」
の
小
さ
な
欄
が
毎
週
掲
載
さ
れ
て

い
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
駅
や
市
電
、
バ
ス
の
中
に
も
貼
り
出
し
、
他
の

セ
ン
タ
ー
の
こ
と
だ
が
銭
湯
に
も
貼
り
出
し
た
と
い
う
メ
モ
を
見
た

時
は
、
そ
こ
ま
で
や
る
の
か
と
驚
い
た
。
新
し
い
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
す
る
時
に
は
宣
伝
カ
ー
で
市
内
を
回
っ
た
な
ど
の
記
録
も
あ
る
。
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英
語
教
室
は
ど
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
も
大
盛
況
だ
っ
た
。
横
浜
で
も

英
語
の
ク
ラ
ス
が
増
え
、
先
生
に
は
館
長
や
英
語
の
で
き
る
日
本
人

職
員
で
は
足
り
ず
、
占
領
軍
将
校
の
夫
人
た
ち
で
教
育
経
験
の
あ
る

人
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
先
生
を
務
め
た
。
高
校
の
英
語
の
先
生

を
対
象
と
し
た
英
語
教
室
、
神
奈
川
県
庁
の
職
員
を
対
象
に
し
た
英

語
教
室
は
内
山
知
事
の
肝
煎
り
だ
っ
た
の
で
「
知
事
の
英
語
教
室
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

四
九
年
末
に
東
宝
映
画
が
、
横
浜
セ
ン
タ
ー
の
ペ
ン
パ
ル
ク
ラ
ブ

の
活
動
を
中
心
に
映
画
を
製
作
し
、「Pen Friends

」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
五
一
年
五
月
十
六
日
に
セ
ン
タ
ー
で
上
映
さ
れ
、
横
浜
セ
ン

タ
ー
の
ペ
ン
パ
ル
ク
ラ
ブ
は
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。
ど
こ
か
に
こ
の

フ
ィ
ル
ム
が
残
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
九
四
九
年
十
一
月
、
日
本
の
各
県
に
置
か
れ
て
い
た
地
方
民
事

部
（
旧
軍
政
部
）
が
縮
小
さ
れ
、
民
事
部
が
開
設
し
て
い
た
読
書
室

の
う
ち
、
一
部
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
図
書
館
の
分
室
と
な
り
、
他
は
設
置
さ
れ

て
い
る
地
方
自
治
体
に
委
譲
さ
れ
た
。

　

神
奈
川
県
で
は
、
小
田
原
、
鶴
見
、
弘
明
寺
、
川
崎
、
相
模
原
の

五
ヵ
所
の
民
事
部
読
書
室
を
横
浜
セ
ン
タ
ー
が
引
継
い
で
、
分
室
と

し
た
。
鎌
倉
は
民
事
部
が
大
仏
の
裏
に
カ
マ
ボ
コ
兵
舎
を
提
供
し
て

分
室
を
開
い
た
が
、
利
用
が
少
な
く
短
期
間
で
閉
鎖
に
な
っ
た
。
横

須
賀
は
市
立
図
書
館
の
中
に
分
室
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
横
浜
セ
ン

タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
範
囲
は
神
奈
川
県
に
止
ま
ら
ず
、
山
梨
県
、
静
岡

県
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

一
九
五
二
年
四
月
二
十
八
日
に
占
領
が
終
結
し
、
占
領
軍
が
引
揚

げ
た
後
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
は
陸
軍
省
の

管
轄
か
ら
国
務
省
の
管
轄
に
移
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ン
タ
ー

（
Ａ
Ｃ
Ｃ
）
と
改
称
さ
れ
、
五
月
初
旬
に
館
長
も
職
員
も
資
料
も
継

続
し
て
再
開
さ
れ
た
。

　

横
浜
で
は
占
領
が
終
結
し
た
以
上
、
海
員
会
館
を
接
収
し
て
い
る

わ
け
に
は
い
か
ず
、
横
浜
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
五
三
年
、
中
区
山
下
町
の
南
里

貿
易
ビ
ル
に
移
転
し
た
。
五
二
年
八
月
に
新
宿
Ａ
Ｃ
Ｃ
が
閉
鎖
に
な

り
、
そ
の
資
料
を
横
浜
Ａ
Ｃ
Ｃ
が
引
継
ぎ
、
重
複
し
て
い
る
資
料
は

近
隣
の
大
学
や
個
人
に
寄
贈
さ
れ
た
。
五
七
年
横
浜
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
山
下

公
園
の
側
に
再
度
移
転
し
た
。
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東
京
の
Ａ
Ｃ
Ｃ
が
、
赤
坂
見
附
の
か
な
り
大
き
な
山
王
グ
ラ
ン
ド

ビ
ル
に
入
居
し
た
こ
と
か
ら
、
地
理
的
に
近
い
横
浜
Ａ
Ｃ
Ｃ
を
統
合

す
る
こ
と
に
な
り
、
横
浜
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
六
七
年
二
月
二
十
五
日
に
閉
鎖

さ
れ
た
。
当
時
の
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
館
長
は
Ａ
Ｃ
Ｃ
の
蔵
書
を
神
奈
川
県

立
図
書
館
に
寄
贈
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
。
洋
書
は
約
一
万
五
百

冊
、
和
書
約
二
千
五
百
冊
、
雑
誌
二
十
六
タ
イ
ト
ル
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
二
万
点
で
あ
っ
た
。
成
瀬
館
長
の
英
断
で
Ａ
Ｃ
Ｃ
の
蔵
書
す
べ
て

が
県
立
図
書
館
に
引
取
ら
れ
た
。
そ
れ
が
現
在
県
立
図
書
館
に
置
か

れ
て
い
る
Ａ
Ｃ
Ｃ
文
庫
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
文
庫
の
よ
う
に
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
図
書
が
保
存
さ
れ

て
い
る
所
は
少
な
い
。
現
在
の
Ａ
Ｃ
Ｃ
文
庫
は
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
当
時
の
ま
ま
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
一
九
四

〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
出
版
物
が
多
数
保
存
さ
れ
て

い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｅ
・
Ａ
Ｃ
Ｃ
に
は
、
小
説
な
ど
の
読
物
だ
け
で
な
く
、

ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
広
い
主
題
分
野
の
出
版
物
が
丁
寧
に
選
択
さ

れ
収
集
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
Ａ
Ｃ
Ｃ
文
庫
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
良
い
論
文
が
書
け
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
Ａ
Ｃ
Ｃ
文
庫
は
、

ネ
ッ
ト
検
索
が
で
き
る
の
で
、
利
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

文
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｃ
Ｃ
文
庫
に
つ
い
て
は
、
当
館

（
連
絡
先
は
奥
付
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
担
当
）

注⑴　

 

対
談
者
：
石
井
富
之
助
・
團
野
弘
之
・
小
林
恒
男
（
司
会
）「
シ
リ
ー

ズ　

対
談
・
先
輩
に
聞
く
（
第
一
回
）
戦
前
・
戦
後
の
神
奈
川
県
図
書

館
事
情　

そ
の
二
（
戦
後
編
）」『
神
奈
川
県
図
書
館
学
会
誌
』
六
十
五

号　

一
九
九
〇
年

⑵　

 

今
ま
ど
子「
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
／
Ｃ
Ｉ
Ｅ 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
：

横
浜
」『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要　

社
会
学
・
社
会
情
報
学
』
二
十
二

号　

二
〇
一
二
年

⑶　

前
掲
⑵

参
考
文
献

＊　

 『
神
奈
川
県
立
図
書
館
・
音
楽
堂
20
年
史
』
神
奈
川
県
立
図
書
館
・
音

楽
堂
編　

神
奈
川
県
立
図
書
館
・
音
楽
堂　

一
九
七
四
年

＊　

 

沓
掛
伊
左
吉
「
横
浜
ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ン
タ
ー
の
開
設
か
ら
閉
館
ま
で
」

『
神
奈
川
県
図
書
館
協
会
報
』
六
十
一
号　

一
九
六
七
年

＊　
 

小
林
恒
男
「
戦
後
の
歩
み
Ⅰ　

Ｃ
Ｉ
Ｅ
及
び
Ａ
Ｃ
Ｃ
図
書
館
」『
横
浜

の
本
と
文
化
』
横
浜
市
中
央
図
書
館
開
館
記
念
誌
編
集
委
員
会
編　

横

浜
市
中
央
図
書
館　

一
九
九
四
年

＊　

 

石
原
眞
理
「
横
浜
ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
と
設
置
者
の
意

図
」『
日
本
図
書
館
情
報
学
会
誌
』
五
十
六
巻
一
号　

二
〇
一
〇
年




